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   「
渓
鬼
荘
」が
登
録

　

  

有
形
文
化
財
に

写
真
は
、
歌
人
・
吉
井
勇
が
隠
棲
生
活

を
送
っ
た
草
庵
「
渓
鬼
荘
」
で
す
。
平
成

27
（
２
０
１
５
）
年
に
国
登
録
有
形
文
化

財
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
８
月
に
は
じ

め
て
猪
野
々
を
訪
れ
た
勇
は
、
静
か
な
山

里
の
風
情
に
惹
か
れ
１
ヶ
月
程
滞
在
、
翌

年
に
な
っ
て
再
び
訪
れ
、
こ
こ
に
隠
棲
す

る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
友
人
・
伊
野

部
恒
吉
氏
宅
の
隠
居
所
を
取
り
壊
し
た
際

の
木
材
を
も
ら
い
受
け
、
猪
野
沢
温
泉
の

敷
地
内
に
建
築
、
昭
和
９
（
１
９
３
４
）

年
の
12
月
に
完
成
し
ま
し
た
。「
渓
鬼
荘
」

と
い
う
名
前
の
由
来
は
、
物
部
川
に
臨
む

断
崖
の
上
に
建
っ
た
こ
と
か
ら
渓
谷
の

「
渓
」、
ま
た
、
隠
棲
当
時
の
勇
の
心
境
を

「
鬼
」
と
表
し
た
こ
と
か
ら
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

勇
は
、
入
る
と
す
ぐ
の
６
畳
の
居
間
を

「
炉
酒
の
間
」、
奥
の
４
畳
半
の
書
斎
兼
寝

室
を
「
紫
山
の
間
」
と
そ
れ
ぞ
れ
名
づ

け
、
昭
和
12
（
１
９
３
７
）
年
10
月
ま
で

の
約
３
年
間
隠
棲
し
ま
し
た
。
世
間
の
喧

騒
か
ら
逃
れ
、
静
寂
の
中
で
己
を
見
つ
め

る
日
々
や
猪
野
々
の
人
々
と
の
温
か
な
交

流
を
通
じ
て
、
心
の
安
ら
ぎ
と
生
き
る
こ

と
へ
の
希
望
を
得
る
こ
と
の
出
来
た
日
々

は
、
勇
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
意
味
を

持
ち
ま
し
た
。

現
在
渓
鬼
荘
は
吉
井
勇
記
念
館
の
敷
地

内
に
移
築
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
雰
囲
気

を
残
す
自
然
の
中
で
勇
の
隠
棲
生
活
を
再

現
し
た
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
香
美
市
立
吉
井
勇
記
念
館　

柳
瀬
美
紀
）

土
佐
の
文
化
財

▲渓
けい

鬼
き

荘
そう

（高知県香美市）
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随想

NEWS

○ 

名
前
の
由
来

ア
ク
ト（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）と
い
う
名
前
は
、
芸
術

を
表
す（A

rt

）、文
化
を
表
す（Culture

）、

技
術
を
表
す（T

echnology

）か
ら
取
っ
た

も
の
で
す
。
芸
術
に
親
し
み
、
文
化
を
高

め
、
科
学
技
術
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
人

生
必
須
の
要
素
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
社
会

の
発
展
、
国
家
の
安
定
に
通
ず
る
も
の
だ

と
確
信
し
て
、
命
名
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

○ 

施
設
の
主
意

現
代
社
会
を
象
徴
す
る
「
物
質
文
明
」

の
豊
か
さ
の
中
に
有
っ
て
、
疲
弊
し
置
き

去
り
に
さ
れ
て
い
る
の
が
「
人
間
の
心
」

で
す
。
心
が
疲
弊
す
れ
ば
世
の
中
は
荒
廃

し
、未
来
に
希
望
が
持
て
な
く
な
り
ま
す
。

心
の
豊
か
さ
を
、
物
質
で
取
り
返
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。心
を
満
た
す
も
の
は「
感

性
の
豊
か
さ
」
で
あ
り
ま
す
。
目
の
前
に

優
れ
た
芸
術
品
が
あ
っ
て
、
科
学
技
術
の

進
歩
が
享
受
で
き
、
文
化
が
栄
え
、
高
い

教
養
を
身
に
着
け
て
い
れ
ば
、
豊
か
な
心

が
蘇
り
、
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
物
質
の
時
代
」か
ら「
感
性
の
時
代
」

へ
と
変
革
す
る
今
こ
そ
、
子
供
た
ち
は
夢

を
追
う
成
人
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と

願
い
ま
す
。
夢
を
つ
く
る
の
は
感
性
で
あ

り
、感
性
は
体
験
が
育
む
も
の
で
す
。「
危

険
を
恐
れ
ず
体
験
を
積
も
う
」
を
合
言
葉

に
、
こ
の
施
設
が
感
性
を
高
め
自
立
自
尊

の
で
き
る
“
道
場
”
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

○ 

個
性
豊
か
な
「
８
つ
の
展
示
館
」

①
龍
馬
歴
史
館
…
坂
本
龍
馬
が
疾
風
の

如
く
駆
け
抜
け
た
33
年
の
人
生
の
生
誕
か

ら
終
焉
ま
で
を「
龍
馬
劇
場
」と
し
て
再
現

し
ま
し
た
。併
設
す
る「
龍
馬
有
縁
資
料

館
」に
は
、超
希
少
な
資
料
と
し
て「
北
辰
一

刀
流
長
刀
兵
法
目
録
」が
有
り
ま
す
。こ
れ

は
、若
き
日
に
龍
馬
が
千
葉
道
場
に
於
い
て

修
行
し
た
証
拠
品
で
あ
り
、
彼
が
剣
の
達

人
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
で
も
あ
り
ま
す
。

続
い
て
、
②
世
界
偉
人
館
、
③
ニ
ー
オ

ア
フ
リ
カ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
④
絵
金
派

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
⑤
世
界
モ
デ
ル

カ
ー
博
物
館
、
⑥
世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

博
物
館
、
⑦
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
博
物
館
、

⑧
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ‘
Ｓ
コ
ン
テ
ナ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
館
の
個
性
豊

か
な
展
示
物
は
、
時
代
や
作
者
が
創
出
す

る
、
芸
術
性
や
、
高
い
文
化
性
、
高
度
な

技
術
力
や
感
性
に
溢
れ
、
現
代
を
生
き
る

我
々
に
、
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

○ 

無
料
で
遊
べ
る
「
自
遊
空
間
」

不
思
議
な
遊
具
が
イ
ッ
パ
イ
の
「
わ
ん

ぱ
く
広
場
」、
巨
木
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の

そ
び
え
立
つ
「
ド
キ
ド
キ
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
」、
現
代
の
工
業
を
支
え
た
機
械
た
ち

の
待
つ
「
創
造
館
」、
多
目
的
広
場
「
レ

イ
ン
ボ
ー
広
場
」、
貴
重
な
古
道
具
を
展

示
し
た
「
Ａ
ｋ
ｉ
ｏ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、

快
縁
隊
隊
長「
大
五
郎
」の
住
む
ブ
ル
ド
ッ

ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
併
設
し
て
お
り
ま

す
。 「
あ
れ
を
す
る
な
」「
こ
れ
を
す
る
な
」

「
危
な
い
か
ら
や
め
て
お
け
」
と
人
生
の

出
発
を
阻
害
し
て
い
る
姿
を
よ
く
目
に
し

ま
す
が
、
長
い
人
生
は
、
危
険
を
イ
ッ
パ

イ
乗
り
越
え
て
行
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

コ
ブ
を
つ
く
り
擦
り
傷
を
覚
悟
で
思
い
切

り
冒
険
を
し
、
思
い
切
り
楽
し
む
、
そ
ん

な
道
場
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま

す
。

創
造
広
場
「
ア
ク
ト
ラ
ン
ド
」

ア
ク
ト
ラ
ン
ド

館
長　

北 

村 

精 

男

●
明
治
維
新
１
５
０
年
に
む
け
て

来
る
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
は
、
明
治

維
新
か
ら
数
え
て
、
ち
ょ
う
ど
１
５
０
年
の

節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
全
国
的
に
も
こ

の
機
会
に
幕
末
維
新
の
歴
史
や
文
化
に
関
連

し
た
企
画
展
の
開
催
や
、
地
域
振
興
・
観
光

振
興
を
意
識
し
た
様
々
な
取
り
組
み
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
知
県
で
も
、
大
政
奉
還

１
５
０
年
・
明
治
維
新
１
５
０
年
の
両
年
に

わ
た
り
、
県
を
あ
げ
て
歴
史
博
覧
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
県
内
の

博
物
館
施
設
で
働
く
学
芸
員
の
間
に
も
、
こ

の
機
会
に
博
物
館
あ
る
い
は
学
芸
員
と
し
て

の
立
場
か
ら
明
治
維
新
を
改
め
て
見
直
し
て

み
よ
う
と
す
る
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
県
内
の
12
の
施
設
が
参
加
・

協
力
す
る
形
で
、「
明
治
維
新
１
５
０
年
高

知
県
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
絡
協
議
会
」
が
組
織

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
昨
年
９
月
に
設
立
総
会
を

開
き
、
現
在
ま
で
に
計
４
回
の
学
芸
員
会
議

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
議
で
は
、
ど
の
よ

う
な
事
業
・
企
画
を
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

行
く
か
、
現
場
の
学
芸
員
た
ち
が
熱
心
に
議

論
し
て
い
ま
す
。
単
館
で
は
な
く
、
複
数
館

が
連
携
し
た
か
ら
こ
そ
の
記
念
に
な
る
取
り

組
み
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
公
益
財
団
法
人
土
佐
山
内
記
念
財
団　

横
山
和
弘
）

高知県香南市野市町に昨年 5 月グランドオープン
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絵
金
蔵

海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
四
万
十

日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
　
室
戸
研
究
基
地

室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

絵
金
蔵
は
、
幕
末
土
佐
の
絵
師
・
金
蔵
（
通
称
・
絵
金
）
を
紹
介
す
る
施
設
と
し
て
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
２
月
、香
南
市
赤
岡
町
に
開
館
、赤
岡
町
に
残
る
芝
居
絵
を
中
心
に
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

当
館
は
戦
前
に
建
て
ら
れ
た
米
蔵
を
改
築
し
た
も
の
で
、
展
示
室
は
絵
金
祭
り
の
夜
の
野
外
展
示

に
な
ら
い
暗
闇
の
中
で
提
灯
を
持
っ
て
鑑
賞
す
る
「
闇
と
絵
金
」
展
示
室
や
、
の
ぞ
き
穴
か
ら
実
物

作
品
を
鑑
賞
す
る
「
蔵
の
穴
」
展
示
室
な
ど
、
全
体
的
に
は
レ

プ
リ
カ
作
品
の
展
示
が
多
い
も
の
の
、
多
岐
に
わ
た
る
絵
金
の

画
業
を
楽
し
み
な
が
ら
触
れ
ら
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

絵
金
生
誕
２
０
０
年
に
あ
た
る
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
に
は
エ

ア
タ
イ
ト
展
示
ケ
ー
ス
を
導
入
し
、
よ
り
多
く
の
実
物
作
品
を
ご

紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
一
年
に
５
～
６
回
ほ
ど
の
ミ
ニ
企
画
展

示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
７
月
の
絵
金
祭
り
に
は
実
物
作
品
を

多
く
紹
介
す
る
特
別
展
示
や
夜
間
開
館
な
ど
も
行
って
い
ま
す
。

今
後
と
も
地
元
香
南
市
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
に
広
範
囲
で
の

絵
金
作
品
や
そ
の
文
化
の
発
掘
・
紹
介
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

幕
末
期
、
土
佐
だ
け
で
熱
狂
的
に
流
行
し
た
絵
金
の
芝
居
絵

屏
風
、
ま
た
「
お
ど
ろ
お
ど
ろ
」
だ
け
で
は
な
い
絵
金
の
魅
力

を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

（
絵
金
蔵　

横
田
恵
）

海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
四
万
十
は
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に
四
万
十
川

中
流
域
に
あ
る
四
万
十
町
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

四
万
十
町
の
中
山
間
に
建
て
ら
れ
た
当
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
廃
校
と
な
っ
た

小
学
校
を
活
用
し
て
お
り
過
疎
化
の
進
む
小
さ
な
集
落
に
ひ
と
き
わ
目
を

引
く
も
の
の
け
た
ち
の
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
が
異
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
。

「
わ
ざ
わ
ざ
い
こ
う　

へ
ん
ぴ
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
、
つ
い
で
と
し
て
は
立
ち
寄
り
難
い
立
地
場
所
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
館

内
は
、
海
洋
堂
の
造
形
師
た
ち
に
よ
り
精
巧
に
作
ら
れ
た
博
物
館
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
造
形
物
や
現
代
ア
ー
ト
の
作
品
と
認
め
ら
れ
た
も
の
も
多
数
展
示

し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
２
月
に
常
設
展
示
場
で
あ
る
体
育
館
内
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
開
館
当
初
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
作
品
を
物
量
的

に
ギ
ュ
ッ
と
押
し
込
め
、
館
内
全
て
が
宝
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
中
で
お
客
様
ご
自
身
に
興

味
を
引
か
れ
る
も
の
を
見
つ
け
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

後
は
、
海
洋
堂
館
長
が
た
っ
た
一
坪
半
の
プ
ラ
モ
デ
ル
店
か
ら
創
業
し
半
世
紀
に
か
け
て
今
日
に
至
っ

た
過
程
と
造
形
師
の
作
品
の
数
々
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
奥
四
万
十
博
も
開
催
さ
れ
、ま
す
ま
す
「
行
っ
て
み
た
い
」
観
光
施
設
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
四
万
十　

宗
崎
信
一
）

黒
潮
が
流
れ
る
室
戸
の
海
に
は
魚
類
・
鯨
類
・
ウ
ミ
ガ
メ
類
と
多
種
多

様
な
海
棲
生
物
が
生
息
し
て
お
り
、
大
型
定
置
網
な
ど
の
漁
業
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
室
戸
基
地
で
は
地
域
の

漁
業
者
と
協
力
し
、
漁
業
に
よ
っ
て
誤
っ
て
捕
獲
さ
れ
る
ウ
ミ
ガ
メ
類

を
調
査
す
る
活
動
を
14
年
間
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
数
は
こ
れ
ま
で

３
４
０
０
頭
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
ウ
ミ
ガ

メ
類
の
保
全
を
考
え
た
場
合
、
そ
の
生
態
を
知
る
こ
と
は
必
然
で
す
が
、

室
戸
で
の
調
査
を
通
じ
て
貴
重
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
を
中
心
に
、
地

元
住
民
や
漁
業
者
と
共
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
も
目

指
し
て
い
ま
す
。
定
置
網
漁
獲
物
調
査
や
地
元
の
小
学
校
を
は
じ
め
と
し

た
環
境
教
育
、
捕
獲
さ
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
体
験
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
普

及
啓
発
活
動
、
学
術
標
本
作
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
細
々
と
実
施
し
て
き
た
海
洋
生
物
を
は
じ
め
と
す
る
室
戸
地
域
の
資
料
収
集
・
展
示
や
、
実
習

生（
学
芸
員
実
習
含
む
）を
ク
ラ
ス
単
位
、
ゼ
ミ
単
位
で
も
対
応
可
能
な
受
け
入
れ
枠
拡
大
な
ど
も
準

備
中
で
す
。
今
後
も
継
続
的
な
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
経
過
と
成
果
を
広
く
発
信
し
、
地
域

の
発
展
に
寄
与
し
な
が
ら
地
域
住
民
と
の
繋
が
り
を
強
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
室
戸
基
地　

平
井
紗
綾
）

室
戸
市
全
域
を
範
囲
と
す
る
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、「
陸
と
海
が
出
会
い
新
し
い
大
地
が
誕
生
す
る

最
前
線
」
で
す
。
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
に
よ
っ
て
変
動
す
る
大
地
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の

文
化
を
体
感
で
き
ま
す
。
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
は
、
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
か
か
わ
る
管
理
・

運
営
、
普
及
、
研
究
、
教
育
な
ど
の
活
動
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
昨

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
室
戸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
は
、

展
示
に
よ
る
普
及
活
動
だ
け
で
な
く
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
受
付
や
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
拠
点
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
以
来
、
す
で
に
10
万
人
を
超
え
る
お
客
様
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
昨
年
９
月
に
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
「
再
認
定
」
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
残
さ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
現
在

室
戸
に
は
22
ヶ
所
の
「
ジ
オ
サ
イ
ト
」
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
よ
り
、

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
が
ユ
ネ
ス
コ
の
正
式
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
っ
て
、
室
戸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
室
戸
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
（M

uroto U
N
ESCO

 Global Geopark

）」
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
世
界
の
室
戸
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会　

地
理
専
門
員　

中
村
有
吾
）
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「
土
佐
藩
主
山
内
家
墓
所
」の
国
史
跡
指
定

高
知
市
に
あ
る
筆
山
の
北
面
、

鬱
蒼
た
る
雑
木
林
の
中
に
は
、
土

佐
藩
主
山
内
一
族
の
広
大
な
墓
域

が
広
が
り
、
優
に
１
０
０
基
を
超

え
る
墓
石
が
林
立
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
、
山
内
家
本
家
筋
の
墓
石

35
基
が
集
中
す
る
約
１
８
３
０
０

㎡
の
区
域
が
、平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
３
月
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
（
平
成
27
年
文
化
審
議
会
よ
り
文
部
科
学
相
に
答
申
）。

高
知
県
で
は
11
番
目
、
大
名
家
の
墓
所
と
し
て
は
全
国
21
番
目
の
史

跡
指
定
と
な
り
ま
す
。
山
内
家
の
み
な
ら
ず
、
近
世
土
佐
の
歴
史
や

文
化
の一
端
を
物
語
る
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
が
、
そ
の
価
値
と
と

も
に
、
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
は
早
急
な
保
全
整
備
対
策
も
必

要
で
す
。 

（
公
益
財
団
法
人
土
佐
山
内
記
念
財
団　

渡
部
淳
）

坂
本
龍
馬
記
念
館
で
新
・
再
発
見
続
々

龍
馬
生
誕
１
８
０
年
の
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
は
、
新
し
い
資

料
の
確
認
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

ま
ず
は
「
龍
馬
幼
時
佩
用
の

刀
」
と
い
う
脇
差
を
展
示
公
開
。

こ
れ
は
北
海
道
に
渡
っ
た
坂
本
一

族
の
中
の
お
一
人
が
所
蔵
し
て

い
ま
す
。
昭
和
４
（
１
９
２
９
）

年
、
東
京
青
山
会
館
で
開
催
さ
れ

た
「
土
佐
勤
王
志
士
遺
墨
展
覧
会
」
で
の
公
開
以
降
所
在
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
ま
た
、「
龍
馬
は
本
当
に
剣
豪

か
？
」
と
い
う
疑
問
を
払
拭
す
る
よ
う
に
、
江
戸
・
北
辰
一
刀
流

兵
法
免
許
状
の
確
認
が
、
坂
本
家
６
代
当
主
・
坂
本
弥
太
郎
の
控

え
書
か
ら
確
認
で
き
ま
し
た
。

 

（
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館　

前
田
由
紀
枝
）

高
知
市
民
図
書
館
本
館
閉
館

市
民
図
書
館
の
本
館（
昭
和
42
年
建
設
）は
、市
役
所
新
庁
舎
の

建
設
に
伴
い
、
平
成
27（
２
０
１
５
）年
12
月
27
日
に
運
営
を
終
了

し
ま
し
た
。
最
終
日
の
閉
館
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
長
ら
く
歌
わ
れ

て
な
か
っ
た「
高
知
市
民
図
書
館
の

歌
」（
昭
和
34
年
作
）を
復
活
、
岡
田

直
樹（
新
図
書
館
建
設
室
）歌
唱
指

導
、
徳
平
晶（
特
設
文
庫
）伴
奏
に
よ

り
、
職
員
全
員
で
合
唱
し
、
本
館
に

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

４
月
１
日
に
は
、
追
手
前
小
学
校

跡
地
西
側
に
仮
設
図
書
館
が
開
館

し
、
新
図
書
館
等
複
合
施
設
「
オ
ー

テ
ピ
ア
」
完
成
ま
で
の
日
々
を
過
ご
し

ま
す
。

（
高
知
市
立
市
民
図
書
館　

依
光
桃
子
）

関
勉
さ
ん
か
ら
望
遠
鏡
寄
贈

平
成
27（
２
０
１
５
）年
２
月
、

天
文
研
究
家
の
関
勉
さ
ん
か
ら
高

知
市
に
対
し
、
世
紀
の
大
彗
星
と

し
て
有
名
な「
池
谷
・
関
彗
星
」（
昭

和
40
年
発
見
）
に
ま
つ
わ
る
貴
重

な
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
池
谷
・
関

彗
星
を
発
見
し
た
自
作
の
望
遠
鏡

（
コ
メ
ッ
ト
シ
ー
カ
ー
）
や
当
時

使
っ
て
い
た
星
図
（
恒
星
の
位
置

図
）、
発
見
時
の
視
野
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
建
設
中
の

新
図
書
館
等
複
合
施
設
「
オ
ー
テ
ピ
ア
」
内
に
で
き
る
「
高
知
み

ら
い
科
学
館
」
で
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
高
知
市
立
市
民
図
書
館　

新
図
書
館
建
設
室　

岡
田
直
樹
）

特
集

　去る平成27（2015）年は、日本の政治史・外交史において大きな変動があり、国民世論もその賛否を巡って
各地で舌戦が交わされるという、かつてない激しいものとなりました。まさに歴史的ターニングポイントとなっ
たこの１年、高知県内の各博物館施設でも数多くの発見や新展開が報じられました。
　ここでは、『こうちミュージアムネットワーク通信』編集担当者会が独自に選出いたしました記事を「10大
ニュース」として紹介します。	 （高知市立龍馬の生まれたまち記念館　森本琢磨）

2015年

10大ニュース



5 こうちミュージアムネットワーク通信VOl.14

豊
永
郷
民
俗
資
料
館
オ
ー
プ
ン

多
く
の
方
々
の
ご
支
援
に
よ
り
民
俗
資
料
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
資
料
館
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
豊
永

郷
の
民
具
の
特
徴
を
発
揮
す
る
こ
と
を
柱
に
し
ま
し
た
。
展
示
物

か
ら
建
物
を
発
想
し
設
計
士
の
先
生
が
形
に
し
て
く
だ
さ
り
素
晴

ら
し
い
職
人
の
手
に
よ
り
豊
永
郷
民
俗
資
料
館
が
建
築
さ
れ
ま
し

た
。「
人
と
自
然
、
道
具
と
技
術
」
を
テ
ー
マ
と
し
主
に
子
供
に

向
け
て
の
展
示
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
高
知
県
の
84
％
は
山
間
地

域
で
す
。
山
の
文
化
無
く
し
て
土
佐
の
文

化
を
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
人
・

モ
ノ
・
思
想
が
行
き
か
う
中
で
文
化
が
築

か
れ
た
と
考
え
る
な
ら
、
豊
永
郷
文
化
と

関
係
す
る
四
国
の
多
地
域
の
多
様
な
文
化

と
の
連
携
を
考
え
、「
文
化
の
道
」
の
一

拠
点
に
な
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

 

（
豊
永
郷
民
俗
資
料
館　

釣
井
龍
秀
）

め
ず
ら
し
い
キ
リ
ン
の
鳴
き
声

平
成
27（
２
０
１
５
）年
８
月
24
日
の
午
後
、
ア
ミ
メ
キ
リ
ン
の

「
イ
ブ
キ
」
が
鳴
き
ま
し
た
。
キ
リ
ン
は
若
い
個
体
が
希
に
鳴
く

こ
と
が
あ
り
、
当
園
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
そ
の
日
は
キ
リ

ン
の
収
容
作
業
中
に
、
イ
ブ
キ
を
寝
室
に
１
頭
残
し
て
い
た
時
の

こ
と
で
す
。
大
人
た
ち
と
離
さ
れ
た
寂
し
さ
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

１
分
間
の
間
に
３
回
「
モ
ー
ゥ
」
と
鳴
い
て
い
る
動
画
の
撮
影
に

成
功
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
と
、
一
気
に
有
名

な
キ
リ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
も
う
鳴
く
こ
と
は
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
順
調
に
成
長
し
て
背
の
高
さ
が
３
ｍ
以
上
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
度
、
６
月
に
広
島
市

安
佐
動
物
公
園
へ
婿
入
り
す
る

こ
と
が
決
ま
り
、
寂
し
く
な
り
ま

す
が
高
知
を
離
れ
て
も
大
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

 （
高
知
県
立
の
い
ち
動
物
公
園　

大
野
真
奈
）

『
フ
ク
ち
ゃ
ん
』
単
行
本
刊
行

横
山
隆
一
記
念
ま

ん
が
館
で
は
、平
成
27

（
２
０
１
５
）年
２
月
、

『
横
山
隆
一
の
フ
ク

ち
ゃ
ん
３
６
５
日
＋

１
』を
刊
行
し
ま
し
た
。

高
知
市
名
誉
市
民

第
１
号
で
あ
る
横
山
隆
一
の
代
表
作
「
フ
ク
ち
ゃ
ん
」
の
単
行

本
は
絶
版
と
な
っ
て
お
り
、
長
ら
く
手
に
取
り
に
く
い
状
況
に

あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
フ
ク
ち
ゃ
ん
誕
生
80
年
の
記
念
年
に
先

だ
ち
、
改
め
て
そ
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
企
画
。
四
季
折
々
の

風
景
を
描
い
た
４
コ
マ
ま
ん
が
３
６
６
点
を
収
録
し
て
い
ま

す
。
本
体
８
０
０
円
（
税
別
）。
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー

と
、
金
高
堂
ほ
か
で
販
売
中
で
す
。

 

（
横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館　

奥
田
奈
々
美
）

作
家
・
宮
尾
登
美
子
さ
ん
追
悼
展
の
開
催

平
成
26（
２
０
１
４
）年
12
月
30
日

に
宮
尾
登
美
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ

た
の
を
受
け
て
、
高
知
県
立
文
学
館

で
は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
９

月
19
日
（
土
）
～
11
月
23
日
（
月
・

祝
）
ま
で
、「
あ
り
が
と
う
。
宮
尾

登
美
子
さ
ん
～
八
十
八
年
の
生
涯
を

偲
ん
で
～
」
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

高
知
県
は
、
宮
尾
登
美
子
さ
ん
ご

本
人
か
ら
、
２
度
に
渡
り
た
く
さ
ん

の
資
料
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
宮
尾
さ
ん
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
こ
れ
ま
で
の
業
績
を
偲
ん
で
開
催
。

多
く
の
宮
尾
登
美
子
フ
ァ
ン
と
と
も
に
宮
尾
さ
ん
の
文
学
と
人

柄
に
触
れ
る
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
高
知
県
立
文
学
館　

学
芸
課
）

長
宗
我
部
元
親
飛
翔
之
像

平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
５
月
３
日
「
長
宗
我
部

元
親
飛
翔
之
像
」
が
盛
親

最
後
の
八
尾
合
戦
か
ら

４
０
０
年
目
に
岡
豊
城
跡

に
た
ち
ま
し
た
。
全
国
ほ

ぼ
３
０
０
０
人
の
方
々
の
浄
財
で
完
成
し
ま
し
た
。

城
跡
を
訪
ね
思
い
出
と
な
る
シ
ン
ボ
ル
を
と
い
う
地
域
の
人
た

ち
の
声
。
岡
豊
城
跡
を
、
長
宗
我
部
氏
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
僕
達
に
何
か
で
き
な
い
か
、
岡
豊
小
学
校
児
童
た
ち
の
自
主

研
究
に
も
後
押
し
さ
れ
建
立
は
進
み
ま
し
た
。
像
が
岡
豊
城
跡
に

多
く
の
人
を
呼
び
、
長
宗
我
部
氏
を
考
え
土
佐
の
歴
史
に
浸
り
、

地
域
や
多
く
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
活
動
が

拡
が
る
媒
体
と
な
る
よ
う
、
積
極
的
活
用
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

 

（
長
宗
我
部
元
親
飛
翔
之
像
建
立
委
員
会　

宅
間
一
之
）

竹
林
寺
書
院
国
重
要
文
化
財
指
定

規
模
の
広
壮
さ
と
と
も
に
高
知
城
本
丸
御
殿
と
通
じ
る
地
方
的

な
特
色
を
良
く
残
す
と
と
も
に
、
周
囲
の
庭
園
と
一
体
と
な
っ
て

江
戸
時
代
後
期
の
書
院
造
り
の
粋
を
伝
え
る
四
国
地
方
で
は
希
少

な
書
院
建
築
と
し
て
、
こ
の
度
当
寺
書
院
が
国
重
要
文
化
財
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
、
建
造
物
調
査
と
同

時
期
に
行
わ
れ
た
古
文
書
・

文
献
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
確
証
に
乏
し
か
っ
た
建
造

年
が
文
化
13（
１
８
１
６
）年

と
判
明
し
、
同
書
院
の
歴
史

的
価
値
を
裏
付
け
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

（
竹
林
寺
住
職　

海
老
塚
和
秀
）
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平
成
27
年
度
の
活
動
報
告

こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
３
月
15
日
、「
室
戸
市
地
域
の
施

設
見
学
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
室
戸
市
の

自
然
と
歴
史
に
関
す
る
文
化
施
設
を
訪
問

し
、
見
聞
を
深
め
る
の
が
目
的
で
す
。
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
一
行
は

４
施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。　

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
、「
キ
ラ
メ
ッ
セ
室

戸
」
内
に
あ
る
「
鯨
館
」
で
す
。
こ
の
施

設
は
、
室
戸
市
が
ク
ジ
ラ
と
と
も
に
歩
ん
で

き
た
歴
史
を
紹
介
し
て
お
り
、
当
日
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
捕
鯨
の
方
法
は
３
段
階
の

変
遷
を
辿
っ
て
き
た
こ
と
、
仕
留
め
た
ク
ジ

ラ
は
皮
や
骨
に
至
る
ま
で
余
す
所
な
く
活

用
し
て
き
た
こ
と
等
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
解
体
作
業
の
過
程
で
胎
児
を
発
見
し

た
場
合
は
そ
の
死
骸
を
丁
重
に
葬
る
な
ど
、

同
地
の
人
々
は
ク
ジ
ラ
を
単
な
る
資
源
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
敬
意
と
感
謝
を
も
っ
て
接

し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

次
に
訪
れ
た
の
は
、室
戸
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
す
。こ
こ
は
、平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
に
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
た
室
戸
の
自
然
と
人
々
の
営
み
を
紹
介

し
た
施
設
で
す
。
分
か
り
や
す
い
パ
ネ
ル
展

示
や
ス
ク
リ
ー
ン
映
像
、
岩
石
の
表
面
を
観

察
で
き
る
顕
微
鏡
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
情
報
を

取
得
す
る
機
器
な
ど
、
多
方
面
か
ら
理
解

を
深
め
ら
れ
る
工
夫
が
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
後
、日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
室
戸
基

地
を
見
学
し
ま
し
た
。こ
の
施
設
で
は
室
戸

の
海
域
に
生
息
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
等
の
海
洋
生

物
を
調
査
し
て
お
り
、貴
重
な
資
料
が
収

集
さ
れ

て
い
ま

す
。
研

究
員
に

よ
る
と
、

同
地
で

は
ウ
ミ

ガ
メ
が

漁
の
過

程
で
捕

獲
さ
れ

る
こ
と

が
多
々
あ
り
、そ
の
度
に
現
場
へ
と
赴
い
て
調

査
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。参
加
者
か

ら
は
研
究
員
に
対
し
て
様
々
な
質
問
が
出
て

お
り
、海
洋
生
物
に
関
す
る
新
た
な
知
識
を

得
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、四
国
霊
場
26
番
札
所
・
金
剛

頂
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。同
寺
は
、空
海
が
密

教
の
道
場
と
し
て
大
同
２（
８
０
７
）年
に

創
建
し
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。訪

問
時
は
、仏
教
美
術
展
「
お
大
師
さ
ん
の

旅
巡
り
」の
開
催
期
間
中
で
あ
り
、国
指
定

重
要
文
化
財
の
仏
像
を
は
じ
め
、仏
具
や

絵
画
等
の
貴
重
な
資
料
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
見
学
会
を
通
じ
、
普
段
な
か
な
か

行
く
機
会
の
少
な
い
室
戸
市
で
、
文
系
理

系
双
方
の
視
点
か
ら
多
く
の
こ
と
を
勉
強

し
ま
し
た
。
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

現
地
で
応
対
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
高
知
市
立
龍
馬
の
生
ま
れ
た
ま
ち
記
念
館

　

森
本
琢
磨
）

室
戸
市
地
域
施
設
見
学
会

キラメッセ室戸 鯨館

活動報告

　

高
知
市
立
自
由

民
権
記
念
館
は
平

成
２（
１
９
９
０
）

年
４
月
１
日
開
館

で
す
の
で
、
平
成

27（
２
０
１
５
）

年
度
は
25
周
年
の

年
で
し
た
。

　

記
念
事
業
の
中

に
は
、
友
の
会
、
市
民
の
実
行
委
員
会
、
指

定
管
理
者
と
の
共
催
事
業
と
し
て
開
催
で
き

た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
館
の
場
合
、
10
周
年
の
時
は
盛
大
に
事

業
を
展
開
し
た
の
で
す
が
、
20
周
年
は
で
き

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
25
周
年
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

財
政
当
局
と
の
交
渉
で
は
、「
30
周
年
で

い
い
の
で
は
？
」
と
か
「
次
は
50
周
年
で
す

ね
」
と
か
言
わ
れ
「
い
や
い
や
30
周
年
も
大

事
、
明
治
維
新
１
５
０
年
も
あ
る
ぜ
よ
」
と

い
う
や
り
と
り
も
あ
り
ま
し
た
。

　

周
年
事
業
は
、
位
置
づ
け
も
わ
か
り
や
す

く
、
比
較
的
予
算
も
つ
く
要
素
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

も
加
盟
組
織
の
周
年
情
報
を
共
有
し
て
、
可

能
な
と
こ
ろ
で
事
業
に
協
力
す
る
こ
と
で
、

連
携
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館　

筒
井
秀
一
）

周
年
事
業

【
企
画
調
整
部
会
】

・
総
会 

平
成
27
年
6
月
12
日

・
幹
事
会 

平
成
28
年
5
月
24
日

【
研
修
企
画
部
会
】

・
情
報
交
換
会
（
6
月
12
日
）

①
「
博
物
館
と
地
域
連
携

−

土
佐
山
内
家
宝
物

資
料
館
の
試
み

−

」

　

筒
井
聡
史
（
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
）

②「
２
０
１
４
日・韓
博
物
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告
」

　

奥
田
奈
々
美
（
横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館
）

③「
室
戸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
け
る
活
動
に
つい
て
」

　

中
村
有
吾
（
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
）

④
「
明
治
維
新
１
５
０
年
の
取
り
組
み
に
つい
て
」

　

高
知
県
文
化
推
進
課

・
研
修
会
（
３
月
８
日
）

　
「
高
知
県
の
文
化
財
防
災
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

−

『
文
化
財
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』の
活
動
を
中
心
に
」

　

講
師
：
和
田　

浩
（
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
研
究
部
保

存
修
復
課
環
境
保
存
室
長
）

　
　
　
　

高
妻
洋
成
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財 

セ
ン
タ
ー
保
存
修
復
科
学
研
究
室
長
）

　

会
場
：
山
内
会
館

・
施
設
見
学
会
（
３
月
15
日
）

　

見
学
施
設
：「
道
の
駅
キ
ラ
メ
ッ
セ
室
戸
鯨
館
」

「
室
戸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」「
日
本

ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
室
戸
基
地
」「
金
剛
頂
寺
」

【
教
育
普
及
部
会
】

・「
こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
門

的
職
員
名
簿
２
０
１
５
」
作
成

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

・
高
知
市
広
報
『
あ
か
る
い
ま
ち
』
コ
ラ
ム
「
歴

史
万
華
鏡
」
リ
レ
ー
連
載

【
会
報
誌
編
集
担
当
者
会
】

・
会
報
誌
14
号
編
集

【
あ
り
方
検
討
委
員
会
】

・
第
1
回　

平
成
28
年
3
月
4
日

【
新
入
会
員
】（
平
成
27
年
５
月
～
平
成
28
年
４
月
）

・
中
土
佐
町
立
美
術
館
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レ
会覧展

ポー ト
マ
リ
メ
ッ
コ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
テ

キ
ス
タ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
昨
今
の
北
欧

ブ
ー
ム
の
ア
イ
コ
ン
的
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
そ
の
特

徴
は
大
胆
な
色
づ
か
い
と
、
身
体
を
解
放
す
る

デ
ザ
イ
ン
に
あ
り
ま
す
。
平
成
28（
２
０
１
６
）

年
１
月
23
日
～
３
月
27
日
、
高
知
県
立
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
「
マ
リ
メ
ッ
コ
展
」
は
、
本

国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所

蔵
資
料
の
巡
回
展
と
し
て
日
本
で
最
も
早
く

公
開
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
ヤ
ン
ソ
ン
生
誕

１
０
０
年
、
ム
ー
ミ
ン
70
周
年
に
続
き
、
北
欧

フ
ァ
ン
の
間
で
は
待
望
の
展
覧
会
だ
っ
た
だ
け

に
、
会
場
に
は
年
代
を
問
わ
ず
、
家
族
連
れ

や
マ
リ
メ
ッコ
を
身
に
つ
け
た
女
性
、
そ
し
て
男

性
の
お
客
さ
ま
も
見
か
け
ま
し
た
。

第
一
会
場
の
冒
頭
に
は
マ
リ
メ
ッ
コ
を

代
表
す
る
ウ
ニ
ッ
コ
（
ケ
シ
の
花
）、
カ
イ

ヴ
ォ
（
泉
）
と
い
っ
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
マ
リ
メ
ッ
コ

の
歩
み
」
と
し
て
創
業
者
ア
ル
ミ
・
ラ
テ
ィ

ア
や
、代
表
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
の
作
品
、

女
性
の
新
し
い
生
き
方
を
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
」
と
し
て
提
案
し
、
国
際
的
な
評
価
を
得

る
ま
で
の
マ
リ
メ
ッ
コ
社
の
エ
ポ
ッ
ク
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
々
の
デ
ザ
イ
ン
の
生

い
立
ち
や
マ
リ
メ
ッ
コ
社
の
経
営
理
念
、
マ

リ
メ
ッ
コ
が
人
々
を
ど
の
よ
う
に
魅
了
し
て

き
た
の
か
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
会
場
で
は
「
デ
ザ
イ
ン
の
芸
術
」
と

題
し
、
代
表
的
デ
ザ
イ
ン
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
マ
リ
メ
ッ
コ
は
テ
キ
ス
タ
イ
ル
と
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
服
に
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
マ
リ
メ
ッ
コ
初
の
正
社
員
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
ヴ
ォ
ッ
コ
・
ヌ
ル
メ
ス
ニ
エ
ミ

の
「
服
の
た
め
に
プ
リ
ン
ト
・
フ
ァ
ブ
リ
ッ

ク
を
裁
断
す
る
際
、
図
案
を
切
り
離
し
て
モ

チ
ー
フ
を
壊
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
言

葉
か
ら
、
作
り
手
に
敬
意
を
持
っ
た
物
作
り

へ
の
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の
部
屋
で

は
テ
キ
ス
タ
イ
ル
図
案
の
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ

や
下
絵
の
水
彩
画
、カ
ラ
ー
サ
ン
プ
ル
な
ど
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
こ
の
世
に
一
つ
の
デ
ザ
イ
ン

を
生
み
出
す
創
作
の
息
吹
を
感
じ
る
資
料
が

見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
の
成
功
は
、
た
だ
北
欧
ブ
ー

ム
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、多
彩
な
関
連
企
画
、

準
備
段
階
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
こ
ま
め
な
情

報
発
信
を
ほ
ぼ
毎
日
行
う
な
ど
、
ご
担
当
者

さ
ま
の
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
と
熱
意
に
よ
る
も

の
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

 

（
高
知
県
立
文
学
館　

谷
岡
真
衣
）

「
マ
リ
メ
ッ
コ
展
」を見

学
し
て会場風景

　
「
東
西
！
東
西
！

さ
あ
て
、
お
立
ち

合
い
！
」
軽
や
か
な

あ
い
さ
つ
口
上
と
と

も
に
は
じ
ま
る
本
書

『
も
っ
と
博
物
館
が

好
き
っ
！　

み
ん
な

と
歩
む
学
芸
員
』（
教

育
出
版
セ
ン
タ
ー
）

に
は
、
四
国
四
県
の

美
術
館
・
博
物
館
の

学
芸
員
に
よ
る
日
常

業
務
か
ら
の
発
見
や

学
び
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
の
も
と
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
編
集
し
た
四
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

研
究
会
で
は
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
の
結
成
以
来
、
各
県
持
ち
回
り
で

年
に
一
回
の
研
究
会
等
を
行
う
等
、

各
県
の
学
芸
員
が
情
報
や
問
題
意
識

の
共
有
を
行
っ
て
い
る
。
本
書
は
平

成
19（
２
０
０
７
）年
に
刊
行
さ
れ
た
、

『
博
物
館
が
好
き
っ
！ 

―
学
芸
員
が

伝
え
た
い
こ
と
―
』
の
続
編
と
し
て
、

ま
た
研
究
会
結
成
10
周
年
を
記
念
し

て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
回

と
比
べ
る
と
執
筆
者
の
数
も
、
本
と

し
て
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
グ
ン
と
増
え
、

い
か
に
来
場
者
数
を
増
加
・
維
持
す

る
か
、
来
館
者
に
有
意
義
な
展
示
を

す
る
か
、
効
果
的
な
広
報
を
行
う
か
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
構
築
し
て
行

く
か
な
ど
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
あ
れ

こ
れ
が
、
赤
裸
々
に
述
べ
ら
れ
学
芸

員
と
し
て
大
い
に
共
感
す
る
。

　

寄
稿
者
が
勤
務
す
る
高
知
県
立
美

術
館
で
は
、
教
育
普
及
事
業
担
当
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
当
館
で
は
カ
ル

チ
ャ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ん
で
い
る
）

と
関
わ
る
こ
と
も
多
い
。
本
書
で
印

象
的
だ
っ
た
の
は
伊
方
町
町
見
郷
土

館
が
、
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
成
る
「
佐
田
岬
み
つ
け
隊
」
と

と
も
に
行
う
郷
土
資
料
の
調
査
活
動

で
あ
る
。
地
域
住
民
に
郷
土
を
深
く

理
解
し
、
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
継
続
し
て

い
る
活
動
に
は
、
地
域
に
お
け
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方

が
現
れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
以
外

に
も
印
象
的
な
各
館
の
取
り
組
み
は

多
い
が
、
誌
面
の
都
合
上
す
べ
て
を

紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

内
容
は
「
調
べ
る
・
み
つ
け
る
」「
守

る・遺
す
」「
伝
え
る・見
せ
る
」「
結
ぶ・

広
げ
る
」
の
四
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け

ら
れ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
学
芸
員
の

職
種
の
多
様
さ
や
、
館
ご
と
の
取
り
組

み
や
方
針
が
個
性
的
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
。
こ
れ
か
ら
の
業
務
に
行
き
詰

ま
っ
た
と
き
や
少
し
何
か
の
ヒ
ン
ト
を
得

た
い
と
き
に
手
に
取
る
と
、
心
の
栄
養

剤
に
も
な
り
そ
う
な
本
書
。
読
了
後
、

今
後
の
学
芸
員
人
生
の
な
か
で
、
自
分

も
何
か
こ
の
ペ
ー
ジ
に
付
け
加
え
ら
れ

る
よ
う
な
研
鑽
を
積
み
た
い
と
思
っ
た
。

（
高
知
県
立
美
術
館
・
茂
木
恵
美
子
）

もっと博物館が好きっ！
みんなと歩む学芸員

『もっと博物館が好きっ！みんなと歩む学芸員』
四国ミュージアム研究会編　2016 年
教育出版センター刊　2,000 円 + 税
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名　　　　称 〒 住　　　所 電　話 FAX HP 休 ※は年末年始等特別休館日あり
安芸市立書道美術館 784-0042 安芸市土居 953- イ 0887-34-1613 0887-34-1613 × 月（祝日開館） ※
安芸市立歴史民俗資料館 784-0042 安芸市土居 953- イ 0887-34-3706 0887-34-3706 ○ 月（祝日開館） ※
いの町紙の博物館 781-2103 吾川郡いの町幸町110-1 088-893-0886 088-893-0887 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
いの町立吾北中央公民館 781-2401 吾川郡いの町上八川甲2010 088-867-2133 088-867-2773 × 日祝 ※
絵金蔵 781-5310 香南市赤岡町 538 0887-57-7117 0887-57-7117 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
大方あかつき館（上林暁文学館） 789-1931 幡多郡黒潮町入野 6931-3 0880-43-2110 0880-43-0222 ○ 木祝・月末金 ※
越知町立横倉山自然の森博物館 781-1303 高岡郡越知町越知丙 737-12 0889-26-1060 0889-26-0620 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
海洋堂かっぱ館 786-0322 高岡郡四万十町打井川 685 0880-29-3678 0880-29-3679 ○ 火（祝日の場合は翌日）
海洋堂ホビー館四万十 786-0322 高岡郡四万十町打井川 1458-1 0880-29-3355 0880-29-3356 ○ 火（祝日の場合は翌日） ※
香美市立美術館 782-0041 香美市土佐山田町 262-1 プラザ八王子 2F 0887-53-5110 0887-53-5498 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
香美市立やなせたかし記念館 781-4212 香美市香北町美良布 1224-2 0887-59-2300 0887-57-1410 ○ 火（祝日の場合は翌日） ※
香美市立吉井勇記念館 781-4247 香美市香北町猪野々 514 0887-58-2220 0887-57-5995 ○ 火（祝日の場合は翌日） ※
高知県文化財団 781-8123 高知市高須 353-2 高知県立美術館内 088-866-8013 088-866-8008 ○ 土日祝 ※
高知県文化推進課 780-8570 高知市丸ノ内 1-2-20 088-823-9790 088-823-9296 ○ 土日祝 ※
高知県立足摺海洋館 787-0450 土佐清水市三﨑字今芝 4032 0880-85-0635 0880-85-0650 ○ 12 月第 3 木
高知県立高知城歴史博物館 780-0842 高知市追手筋 2-7-5 088-873-0406 088-873-0406 ○ 2017年3月開館
高知県立坂本龍馬記念館 781-0262 高知市浦戸城山 830 088-841-0001 088-841-0015 ○ 2017年4月から1年間閉館予定
高知県立大学総合情報センター図書館 780-8515 高知市永国寺町 2-22 088-821-7129 088-821-7130 ○ 日祝・第 1 水 ※
高知県立図書館 780-0850 高知市丸ノ内 1-1-10 088-872-6307 088-872-6479 ○ 月祝・月末金 ※
高知県立のいち動物公園 781-5233 香南市野市町大谷 738 0887-56-3500 0887-56-3723 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
高知県立美術館 781-8123 高知市高須 353-2 088-866-8000 088-866-8008 ○ ※
高知県立文学館 780-0850 高知市丸ノ内 1-1-20 088-822-0231 088-871-7857 ○ ※
高知県立埋蔵文化財センター 783-0006 南国市篠原 1437-1 088-864-0671 088-864-1423 ○ 土日祝（講座等開催日開館） ※
高知県立牧野植物園 781-8125 高知市五台山 4200-6 088-882-2601 088-882-8635 ○ ※
高知県立歴史民俗資料館 783-0044 南国市岡豊町八幡 1099-1 088-862-2211 088-862-2110 ○ ※
高知市生涯学習課 780-8529 高知市九反田 2-1 かるぽーと 8F 088-821-9215 088-821-9217 ○ 日月祝 ※
高知市春野郷土資料館 781-0304 高知市春野町西分 340 088-894-2805 088-894-2812 ○ 月祝・20 日（詳細は館 HP 参照）※
高知市民権・文化財課 780-8010 高知市桟橋通 4 丁目 14-3 088-832-7277 088-831-3378 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
高知城 780-0850 高知市丸ノ内 1 丁目 2-1 088-824-5701 088-824-9931 ○ ※
高知市立市民図書館 780-0842 高知市追手筋 2 丁目 1-7 088-823-9451 088-823-9352 ○ 月祝・20 日 ※
高知市立自由民権記念館 780-8010 高知市桟橋通 4 丁目 14-3 088-831-3336 088-831-3306 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
高知市立龍馬の生まれたまち記念館 780-0901 高知市上町 2 丁目 6-33 088-820-1115 088-822-1835 ○ 無休
香南市文化財センター 781-5453 香南市香我美町山北 1553-1 0887-54-2296 0887-54-2433 ○ 土日祝（第 4 日曜は開館） ※
古渓城 786-0002 高岡郡四万十町見付 665 0880-22-1654 × 事前申込
子どものための民具体験館 780-0861 高知市升形 5-29 088-822-1764 088-822-1843 × 事前申込
金剛頂寺霊宝館 781-7108 室戸市元乙 523 0887-23-0026 0887-23-0726 × 事前申込、1/1 ～ 1/8・旧暦 3/21 開館
佐川町立佐川地質館 789-1201 高岡郡佐川町甲 360 0889-22-5500 0889-22-5511 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
佐川町立青山文庫 789-1201 高岡郡佐川町甲 1453-1 0889-22-0348 0889-20-9009 ◯ 月（祝日の場合は翌日） ※
四国自然史科学研究センター 785-0023 須崎市下分乙 470-1 新荘公民館内 0889-40-0840 0889-40-0840 ○ 土日祝 ※
四万十市立郷土資料館 787-0000 四万十市中村字土居山 2356 0880-35-4096 0880-35-4096 ○ ※
四万十町立美術館 786-0004 高岡郡四万十町茂串町 9-20 0880-22-5000 0880-22-5001 × 月祝 ※
定福寺土佐豊永万葉植物園 789-0167 長岡郡大豊町粟生 158 0887-74-0301 0887-74-0302 ○ ※
定福寺宝物館 789-0167 長岡郡大豊町粟生 158 0887-74-0301 0887-74-0302 ○ ※
ジョン万次郎資料館 787-0337 土佐清水市養老 303 0880-82-3155 0880-82-3156 ○ 無休
宿毛市立坂本図書館 788-0001 宿毛市中央 2-7-14 0880-63-2654 0880-63-0155 ○ 月祝 ※
宿毛市立宿毛歴史館 788-0001 宿毛市中央 2-7-14 0880-63-5496 0880-63-1319 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
須崎市立図書館 785-0013 須崎市西古市町 6-15 0889-42-2141 0889-42-2141 × 月祝 ※
創造広場アクトランド 781-5233 香南市野市町大谷 928-1 0887-56-1501 0887-56-1506 ○ 無休
竹林寺宝物館 781-8125 高知市五台山 3577 088-882-3085 088-884-9893 ○ 無休
津野町立図書館かわうそ館 785-0202 高岡郡津野町姫野々 433-2 0889-55-3001 0889-55-3555 ○ 火祝・第 4 金 ※
津野町立図書館虎太郎館 785-0501 高岡郡津野町力石 2870 0889-62-3555 0889-62-3555 ○ 火祝・第 4 金 ※
特定非営利活動法人 黒潮実感センター 788-0343 幡多郡大月町柏島 625 0880-62-8022 0880-62-8023 ○ 土日（10 ～ 6 月）・月（7 ～ 9 月）
特定非営利活動法人 地域文化資源ネットワーク 781-5103 高知市大津乙 472-1-101 080-6721-3074 ◯
土佐市立市民図書館 781-1101 土佐市高岡町甲 2177 088-852-3333 088-852-3484 ○ 月祝・月末金 ※
豊永郷民俗資料館 789-0167 長岡郡大豊町粟生 158 0887-74-0305 0887-74-0302 × ※
中岡慎太郎館 781-6449 安芸郡北川村柏木 140 0887-38-8600 0887-38-8601 ○ 火（祝日の場合は翌日） ※
中土佐町立美術館 789-1301 高岡郡中土佐町久礼 6584-1 0889-52-4444 0889-52-2343 ○ 月（祝日の場合は翌日）
中村時計博物館 783-0011 南国市後免町 1 丁目 5-26 088-864-2458 088-864-5249 ○ 無休
日本ウミガメ協議会 室戸研究基地 781-7101 室戸市室戸岬町 701 0887-22-1685 0887-22-1685 ○ 不定休
認定特定非営利活動法人 高知こどもの図書館 780-0844 高知市永国寺町 6-16 088-820-8250 088-820-8251 ○ 火木 ※
平和資料館草の家 780-0861 高知市升形 9-11 088-875-1275 088-821-0586 ○ 水日祝
民間非営利団体 高知文化財研究所 782-0016 香美市土佐山田町山田 1645 0887-52-0736 0887-52-0736 ×
室戸ジオパーク推進協議会 781-7101 室戸市室戸岬町 1810-2

室戸世界ジオパークセンター内 0887-22-5161 0887-23-1618 ○ 無休
横山隆一記念まんが館 780-8529 高知市九反田 2-1 かるぽーと内 088-883-5029 088-883-5049 ○ 月（祝日開館） ※
龍河洞博物館 782-0005 香美市土佐山田町逆川 1434 0887-53-4376 0887-53-2145 ○ 無休
藁工ミュージアム 780-0074 高知市南金田 28 アートゾーン藁工倉庫 088-879-6800 088-879-6800 ○ 火（祝日の場合は翌日） ※
わんぱーくこうちアニマルランド 780-8010 高知市桟橋通 6丁目 9-1 088-832-0189 088-834-0929 ○ 水（祝日の場合は翌日） ※
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